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⚫ 米国MLPは、パイプラインなどの大規模な設備投資がピークを越え、収益回収局面への移行によって利益が拡大することが予想されています。

⚫ こうした利益の拡大を背景に、足元MLPによる自社株買いの動きも活性化する傾向にあります。2022年4-6月にはMLPによる自社株買い実施額は10.5億米ドル
へ拡大しました。自社株買いなどの株主還元策は、今後株価の下支え要因になることが期待されます。

米国MLPの株主還元策への注目集まる
2022年8月24日

MLPの新規設備投資は一巡、自社株買いの動きが活性化

米国MLP業界では、足元ではすでに設備が十分に構築されており、今後の利益は拡大の見通し。
株主還元策として自社株買いの動きが活性化しており、株主還元策は今後株価の下支え要因になることに期待。

MLPの利益と設備投資額の推移 MLPによる自社株買い実施額の推移

【テーマ・レポート：今、米国高配当資産について知りたいこと】

（出所）ファクトセット （期間）2019年1-3月期～2022年4-6月期
※集計対象は中流MLP25銘柄
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（出所）ファクトセット （期間）実績：2012～2021年、予想：2022～2025年
※集計対象は中流MLP25銘柄 ※予想は2022年6月末時点の市場予想


